


 ２０１７年から、共同研究に取り組んでまいりました。地域の安全・安心・見守りの取り組みをより一

層進めていくために、大阪大学吹田キャンパス内に風力発電、太陽光発電、蓄電池、通信、カメラと

いった機器を備えた独立電源装置の実験機を３台設置し、実験・内部検証を行ってきました。概ね

必要な技術と課題が見えてきたところ、２０１９年９月、台風１５号により千葉県を中心に大規模被

害が発生し、広域かつ長期間の停電及び通信遮断により被害概要の把握と救援活動が困難な事

態となりました。本共同研究で取り組んできた内容は、まさにこの様な事態に対応するものです。

 今回の実証実験は、吹田キャンパスを被災地と想定し、人間科学研究科周辺の仮想被害状況を、

人間科学研究科屋上から工学研究科棟屋上を経由させ、大阪大学グローバルビレッジ（２０２０年

１０月オープン）近くの吹田市立津雲台小学校（想定被災地外・救援本部）まで長距離無線伝送

するものです。

 なお、この共同研究の成果である独立電源装置とその仕組みは、大阪発の仕組みであることから、

セットの名称を“たすかんねん”としました。この“たすかんねん”のシステムと、そして以前からの研

究の成果である“災害救援マップ”というスマートフォンアプリとその仕組みの組み合わせにより、

減災・見守りを実現しようと考えています。

 この“たすかんねん”と“災害救援マップ”は、平常時の活躍はもちろんのこと、実際の災害時にも

地域が“助かる”ものとして活用いただけるものになることを目標に、さらに実験・検証を行っており

ます。

 今回の実証実験は、この全体の仕組みの実験・検証の一環として行うものです。
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➢ Wi-SUN FANアプリから情報を受け、
送信元への返信とともに、送信元からの
要請に基づいた支援を実行する（本日
の実証実験では実支援は行いません）。

➢ 想定被災地（吹田キャンパス）内からの
情報をとりまとめ、外部と情報共有。

➢ 想定被災地向けの情報を取りまとめ、被
災地に情報を送る。

➢ “たすかんねん”2号機に取り付けられて
いるカメラ映像を確認し、状況判断の補
助に活用する。

➢ Wi-SUN FAN経由のセンサー情報から
見える被災地内状況の見える化（本日
の実証実験では機能省略しております）。
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このエリア内の電源はすべて自然エネルギー
を活用した独立電源で稼働。



見学③吹田市立津雲台小学校
→【想定】現地災対本部

見学①たすかんねん1号機
→【想定】指定福祉避難所「特別養護老人ホームＡ」

見学②たすかんねん2号機
→【想定】指定避難所「Ｃ寺」駐車場
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時間 実施内容

12:00～ 開会

12:02～ 共同研究・プロジェクトの説明、参画組織の紹介、実験概要説明

12:10～ 技術系担当各社から実験技術解説（ソフトバンク、日本電業工作、日新システムズ、ＮＴＮ）

12:20～ 質疑応答

12:30～ たすかんねん1号実験機（実験想定：指定福祉避難所「特別養護老人ホームＡ」）に移動、Wi-SUN FAN
ツールにて被災状況投稿

12:40～ たすかんねん2号実験機（実験想定：指定避難所「Ｂ寺駐車場」）に移動、機内モードに設定、スマホに充電、
スマホ災救マップに被災状況投稿
（適宜質疑応答）

13:00～ 津雲台小学校（実験想定：吹田市危機管理室）に移動

13:10～ • 津雲台小学校にて、被災地からの情報（Wi-SUN FANツール、災救マップアプリからの投稿）を受信、
吹田市危機管理室が対応を指示

• 指定避難所「Ｂ寺駐車場」に設置されているたすかんねん2号機カメラの映像確認
• 被災地への救援指示と対応状況のカメラでの確認

13:40～ • 通信担当企業（ソフトバンク、日本電業工作、日新システムズ）のコメント
• 実験協力組織（津雲台小学校瀬崎校長、吹田市危機管理室）のコメント
• 実験総括（稲場教授）のコメント

14:00 閉会


